
- 1 -

受験番号

令和６年度 鹿児島県職員採用試験（大学卒業程度）
第２次試験

専門試験

〔 ４ページ 〕
〔解答時間 ２時間〕

試験区分 化学Ⅰ

※ 試験問題には，「選択科目」と「必須科目」があります。

※ 答案用紙は科目ごとに別にすること。

＜選 択 科 目＞

物理化学又は化学工学のどちらか１科目を選択し，解答すること。

【科目：物理化学】

※ 全問解答すること。

１ 次の問いに答えなさい。

⑴ 理想溶液とはどのような溶液のことか説明しなさい。

⑵ ラウール(Raoult)の法則，ヘンリー(Henry)の法則について説明しなさい。
また，それぞれの法則が成立する条件について説明しなさい。

⑶ 20℃，1.0×10５ Paにおいて，水１Ｌに溶ける窒素及び酸素の体積は，標
準状態に換算してそれぞれ16mL，32mLとする。

20℃，1.0×10５ Paの空気が１Ｌの水と接しているとき，水に溶解してい
る窒素と酸素の質量比はいくらか答えなさい。

ただし，空気は窒素と酸素が体積比で４：１の割合で混合した気体である
とする。

２ 励起したナトリウム金属原子の電子が，ｐ軌道からｓ軌道へ遷移するときに
２本のスペクトル線が観測される（ナトリウム-Ｄ線）。これはｐ軌道が２つ
に分裂しているからである。

⑴ ２本のスペクトル線が観測される理由を説明しなさい。

⑵ 分裂している２つのｐ軌道のエネルギーの差はいくらか。ただし，２本の
スペクトル線の波長はそれぞれ589.592nm及び588.995nmとする。また，プラ
ンク定数はｈ＝6.6×10-34 Js，光速度はＣ＝3.0×10８ ms-1とする。
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【科目：化学工学】

※ 全問解答すること。

１ 次の問いに答えなさい。

⑴ 集じん装置で排ガスを処理したときに，標準状態に換算した乾きガス中の
ダスト濃度及び排出ガス量が入口で1.0 g/ｍ３，100 ｍ３/h，出口で0.05 g/ｍ３，
80 ｍ３/hであるとすれば，集じん率（％）はいくらになるか答えなさい。

⑵ 集じん性能がドイッチェ（Deutsch）の式に従う集じん率95.0％の電気集
じん装置において，有効集じん面積を２倍にした場合の集じん率（％）はい
くらになるか答えなさい。

ドイッチェの式

２ 次の問いに答えなさい。

流体は，その内部摩擦に由来する粘性を持つ。ｘ軸に沿って流れる流速
ｕ（m･s－１）の流体について，それと垂直な方向をｙ軸とする。また，流体の
粘度をμ（Pa･ｓ），せん断応力をτ(Pa)とするときに，次の問いに答えなさ
い。

⑴ せん断応力（τ）と粘度（μ）の関係について，式を用いて説明しなさい。

⑵ ニュートン(Newton)流体及び非ニュートン流体について，それぞれ説明し
なさい。

η ＝ １ － ｅｘｐ －
WeＡ
Ｑ
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＜ 必 須 科 目＞

全科目（無機系化学分野，有機系化学分野，環境問題に関する論文）解答すること。

【科目：無機系化学分野】

※ 全問解答すること。

１ 次の問いに答えなさい。

⑴ 「共有結合」，「イオン結合」，「金属結合」について，それぞれ説明し
なさい。

⑵ 図は，体心立方格子の単位格子の模式図で
ある。

単位格子の体積に対する原子の占める体積
の割合（空間充てん率（％））について，計
算過程を示した上で答えなさい。

ただし，原子は球体であり,互いに接してい
るものとする。

また，円周率πは3.14とする。

２ 次の問いに答えなさい。

純水に対する塩化鉛(Ⅱ)（PbCl２）の溶解度は，15℃において3.0×10－３

mol/Lであるとする。

⑴ 固体の塩化鉛(Ⅱ)を純水に溶解させたときの溶解平衡状態について，イ
オン式を用いて表しなさい。

⑵ 15℃における塩化鉛(Ⅱ)の溶解度積（Ksp）について，単位を示した上で
答えなさい。

また，溶解度積について説明しなさい。

⑶ 塩化鉛(Ⅱ)は，15℃の2.0×10－１ mol/Lの塩酸1,000mL中に，何mol溶解す
るか答えなさい。
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【科目：有機系化学分野】

※ 全問解答すること。

１ 次の問いに答えなさい。

⑴ 分子式Ｃ９Ｈ12である芳香族炭化水素の異性体について，構造式と名称を８
種類全て答えなさい。

⑵ ⑴の物質のうちの１つは，ベンゼンからフェノールを製造する過程におい
てできる化合物である。

この工業的製法の名称を答えなさい。また，この製法を用いて，ベンゼン
からフェノールを製造する過程について，反応式を示した上で説明しなさい。

２ 次の問いに答えなさい。

⑴ メタノールとエタノールについて，それぞれの性質と製法の違いを説明し
なさい。

⑵ エタノールに濃硫酸を加え，加熱することによって生じる反応の名称を答
えなさい。また，この場合の濃硫酸の役割についても答えなさい。

⑶ ⑵の場合において，加熱温度の違いによって生成する有機化合物が異なる。
加熱温度が「130℃～140℃」の場合と「160℃～170℃」の場合において生

成する有機化合物について，それぞれ反応式を示した上で説明しなさい。

【科目：環境問題に関する論文】

近年，地球温暖化の影響による大雨の頻度や猛暑日の増加，海面水温の上昇な
どが起こっている。また，農作物の品質低下，動植物の分布域の変化など我々の
生活や自然環境にも様々な影響がもたらされている。

これらの問題に対処するためには，地球温暖化の原因となる温室効果ガスの排
出量を減らす「緩和策」と，既に生じている，又は，将来予測される影響による
被害を回避・軽減させる「適応策」の両輪で取り組んでいくことが重要である。

そこで，「緩和策」及び「適応策」について，具体的な例をそれぞれ２つずつ
挙げて説明しなさい。

また，気候変動対策を推進する上での住民及び地方公共団体の役割について，
あなたの考えを述べなさい。


